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1 本書は、県補助を受けて実施した、平成10年度の富山県滑川市内における埋蔵文化財発掘調査の概要調査報告
書である。

2 調査事務局は、滑川市教育委員会生涯学習課に置き、主任宮本幸雄および学芸員野末浩之が調査事務を担当し、
生涯学習課長本田孝清が総括した。発掘調査は野末が担当して実施した。

3 発掘作業員は14D滑川市シルバー人材センターの協力を得た。
4 出土遺物の整理、本書の執筆・編集は調査担当者が行った。
5 調査に係る出土遺物、図面・写真等の記録は滑川市教育委員会が保管している。
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I 上梅沢館跡

1 遺跡の位置 と環境
上梅沢館跡は滑川市上梅沢地内、早月川扇状地扇央から扇端部にかけ

ての僅かに西に傾斜する地形上に位置し、現在周辺は田園地帯が広がっ

ている。当地を含む旧梅沢村は中世堀江荘を構成する一村である。遺跡

は現在の光明寺境内および周辺に比定され、光明寺境内の東西境界あた

りには今なお土塁の一部が残つており、典型的な中世の平地式方形単郭

居館と見られる。文献資料では、やや南北が長いがほぼ方形に土塁がめ

ぐり、さらにその外側に堀跡もあったと伝えている。土塁の外側の堀跡

とみられる部分は、明治期の地籍図でも確認できるが、現在は水田・道路・

墓地・宅地となっており判然としない。館主については、当地の1.4km南

に所在した堀江城中心に勢力を持った土肥氏の一族とも考えられる。

2 調査経過
調査地は滑川市上梅沢336、 光明寺の北側に位置している。当地は平成9年度に個人住宅建設に伴い事前の試掘

調査を実施し、その結果、堀跡など館内外を区画する遺構は検出されなかったが、古代末から中世にかけての可能

性のある井戸跡ユ基が見つかつていた。この結果を受けて、遺構が存在しない地点への建築計画変更の協議・調整

を行い、やむを得ない部分について、改めて記録保存を前提とした本調査を実施した。調査は平成10年 5月 11日 に

滑川市教育委員会が行つた。

試掘調査において、表土直下に遺構が存在することが半J明 していたため、重機 (バックホウ)で表土層を除去し、

以後人力により遺構精査し、遺構および遺物の遺存状況を記録した。

3 遺構・遺物

図3 上梅沢館跡 遺構図(1:100)

表土直下で溝 (S Dl)と 土城(S Kl)を検出した。責白色砂層から掘り込まれている。SD lは南東から北西に延び

る幅約2.5m、 深さ約20cmの溝である。調査区南東でSKlを切つている。また、細くまっすぐな枝を2～ 3本並べた、

幅約10cmの暗渠状の溝が南東から北東に延び、SD lに直交するように切っている。SDlでは、北西隅で長70cm以

上の木片が出上したほか、礫に混じつて珠洲奏片、越中瀬戸皿片が 1点ずつ出土している。SKlは直径約80cmの袋

状の土渡で、深さは湧水のため完掘できなかったが50cHl以上ある。遺物は表土直下から越中瀬戸片が出上してぃる。

輔一尊

図2 上梅沢館跡 調査位置図 (1:10,000)
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あろう。

1縦I=

上梅沢館跡 1 調査地近景 2 遺構

4 小結
今回の調査では、前年に出土した井戸跡に関連した遺構や年代を裏付ける資料の出上が期待されたが、調査の結

果は、近世以降と思われる溝と性格不明の上城が検出されたのみであった。したがって、直接上梅沢館跡と関連し

た遺構とは考えられない。井戸跡の年代や遺跡の範囲、井戸跡と館跡の相関等について、改めて再検討する必要が

Ⅱ 上小泉西遺跡
1 遺跡の位置 と環境         |
上小泉西遺跡は早月川扇状地扇端部、標高約9.5mの地点に位置す

る遺跡である。地形的には西に緩やかに傾斜しており、現在、扇状

地上は早月川から分岐した中川等のいくつもの小河川が富山湾に向

かつて西流している。当遺跡付近には祇園田に由来すると伝えられ

る行田 (ぎょうでん)公園が付近にあり、中世堀江荘を経営した祇

園社との関連が窺える。

当遺跡を含む上小泉地内は、市街地周辺部ということもあり、近

年は開発事業が多くなっているところである。 昭和61年から平成
6年にかけて土地区画整理が施工されているが、埋蔵文化財関係の

調査は実施されていなかった。平成 9年11月 に開発事業に伴い周辺

地域の事前遺跡分布調査を実施した結果、新規発見された遺跡であ

る。同月に実施した試掘調査において、炉跡と考えられる遺構や須恵器・土師器の良好な一括遺物が出上している。

2 調査経過および結果        ||
調査地は滑川市上小泉57卜 577番地で、上小泉西 ||
遺跡推定域の南東端にあたる。平成9年の試掘調査 I'|:|

地点の南東約240mの地点で、現状は周辺を含め水田

である。 4区画の宅地造成に先立ち、平成10年 7月

21日 に滑川市教育委員会を調査主体として事前の試

掘調査を実施した。調査は重機 (バックホウ)で遺

構面まで掘り下げ、人力により遺構精査し、遺構お

よび遺物の遺存状況を記録した。対象地内に4本の

トレンチを任意の位置に設定した。層序はC層 :表

土 (耕作土)、 ②層 :灰褐色土、C層 :暗黄褐色土、 上小泉西遺跡 調査地全景

図4 上小泉西遺跡 調査位置図 (1:10,000)
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④層 :暗青灰色シルト (地山)と なっており、部分的に地山上に薄い灰黒色土を挟んでいる。遺構は3・ 4ト レン

チ表土直下において、灰白色砂の覆土で幅約30cmの溝 1条を検出した。遺構からの遺物の出土はなかった。この

他は 1ト レンチにおいて表土直下から珠洲片1点が出土したのみであつた。

Ⅲ 森野新館跡
1 遺跡の位置 と環境
森野新館跡は、滑川市森野新に所在する中世城館跡である。早月川

扇状地を見おろす旧扇状地である台地「加積山麓階」の末端部に位置

する。北および西側は扇状地域から約10m高い段丘状となっており、

東方に向かつてなだらかに高くなっていく。遺跡推定地の中央を、東

西を横切るように県道大浦。大榎線が通り、西方の段丘手前で掘り切

りながら扇状地部へと続いている。当地には「館中」という小字名が

あり、また、かつて遺跡北側の東西方向および西側の南北方向に土塁

の一部が残つていたが、画場整備で消滅したという。         図5 森野新館跡 調査位置図 (1:10,000)
「文政元年新川郡書上申帳Jに、鹿熊城の家老が居住していたとの伝承がある旨の記載があり、鹿熊城 (松倉城)

の出城かと推測されている。

2 調査経過および結果
調査地対象は滑川市森野新 7番地で、車庫兼倉庫および駐車場の建設に先立ち、平成10年 9月 25日 から9月 28日

にかけての延べ 2日 間にわたつて、滑川市教育委員会を調査主体として事前の試掘調査を実施した。当地は、遺跡

推定域の西側にあたり、県道を挟んで南側にある人幡社敷地の一角などにかつて土塁の一部が存在したとの話もあ

るがヽ画場整備によりかなり地形が変貌してしまったという。標高は約100mで、現状は田および畑である。

調査は重機 (バックホウ)で遺構面まで掘り下げ、人力により遺構精査し、遺構および遺物の遺存状況、土層堆

積状況を記録した。今回の調査では、当地の南にか

つて存在したという南北方向の土塁の延長あるいは

周濠が検出される可能性があるため、対象地に東西

にトレンチを3本設定した。トレンチ東側では表土

下ですぐに黄橙色ローム層が現れ、西側については

ロームと暗灰褐色土の互層となる盛土層を挟み地山

ローム面に至る。この落ち込みの深さは表土から約

1.2m～約1.5mで あつた。落ち込みは、層位に自然

堆積が見られないなどの状況から、直ちに館の周濠

とすることはできないものと思われる。また遺物の

出土もなかった。

Ⅳ 上梅沢遺跡
1 遺跡の位置 と環境
上梅沢遺跡は、早月川扇状地の扇端部付近から上市川の自然堤防地帯に至る地域に位置する。現在の遺跡の推定

範囲は、北東は標高約15mの上梅沢集落から南西は標高約10mの有金集落までの幅約3KXJm、 延長1.5kmにわたり細

長く延びており、面積は約45万ドにも及ぶ。遺跡の種別は古代・中世の遺物散布地である。周辺は圃場整備が済み、

森野新館跡 調査地全景
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整つた区画の水田が広がる。東方数百mには中世城館である上梅沢館跡が存在している。

当遺跡中西部では、これまで 2度、宅地開発に伴う試掘調査を実施しており、その結果、一部に近現代と思われ

る溝等が存在するものの、浅い表土 (耕作土)の下は、基本的に厚い砂礫層が堆積している状況が確認されている。

2 調査経過および結果
調査対象地は滑川市上梅沢155-1番地ほかで、上梅沢遺跡推定域の東部境界上にあたる。現状は休耕田である。

4区画の宅地造成に先立ち、平成10年 10月 16日 に滑川市教育委員会を調査主体として事前の試掘調査を実施した。

調査は重機 (バックホウ)で遺構面まで掘り下げ、遺構および遺物の遺存状況を確認、記録を行った。対象地の

北側から調査を開始し、南側へ進行していく計画であつたが、トレンチを3本調査した時点で、遺構・遺物とも出

土せず、また土層堆積状況からも遺跡内には当たらないものと判断して調査を終了した。

V 寺町遺跡
1 遺跡の位置 と環境
寺町遺跡は、滑川市の南部、上市川支流の郷川と平塚川に挟まれた扇

状地上に立地する古墳時代から中世にかけての複合遺跡である。当地は、

約500m西 に上市川と郷川、平塚川の合流地点があり、氾濫をたびたび受

けている地域である。当遺跡は、北陸自動車道建設に先立つ分布調査に

より発見された遺跡で、昭和54年には発掘調査が実施され、15基の井戸と

平安時代から中世にかけての遺物が出土している。

2 調査経過および結果
調査対象地は滑川市寺町57番地で、寺町遺跡推定域の北側境界部分にあたる。北陸自動車道に隣接し、昭和54年

の発掘調査地の北西約50mに位置している。標高は約16mである。担い手育成基盤整備事業 (高度利用型)に よる

既設農道の舗装および農道に並行する農業用水路の改修工事に先立ち、事前の試掘調査を実施した。調査は、富山

県魚津農地林務事務所の依頼を受け、平成10年 10月 30日 に滑川市教育委員会が実施した。調査は重機 (バックホウ)

および人力で地山面まで掘り下げ、遺構・遺物の確認、土層堆積状況の記録を行った。調査対象地である幅員 5m、

延長100mの既設農道にトレンチ6本を設定した。農道は盛土により作られたものである。いずれのトレンチにお

いても、約 lmの盛土層の下は厚い砂礫層となっており、遺構および遺物は確認されなかった。

図6 上梅沢遺跡 調査位置図 (1:10,000)
上梅沢遺跡 調査地近景
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Ⅵ 魚鋼遺跡

1 遺跡の位置と環境
魚男遺跡は、上市川が平野に至り蛇行と氾濫を繰り

返して形成した自然堤防上に立地する、弥生時代から

中世の遺跡である。河日からは約50～ 500m上流で、標

高は約 1～ 3mと 最も低所である。現河川は昭和12・ 13

年の改修工事により直線的となり、遺跡が所在する魚

男地区を分断しているが、それ以前は大きく富山市側

へ蛇行していた。したがつて、遺跡は本来河川右岸の

みに展開していたものと思われる。旧左岸地区では平

成 6年の試掘調査の結果、遺構も検出されている。一

方右岸においては、平成 9年には個人住宅建設に伴う

発掘調査の結果、中世初期の掘立柱建物や井戸が見つ

かっており、弥生末から古墳時代と中世の良好な遺跡

であることが半J明 している。

なお、平安時代末期の京都。人坂神社文書にある「祇

園社記Jには、康治元年 (1142)に 宮道季式なる人物

が祇園社に私領を寄進して成立した荘園「堀江荘」の中の一村として、現在の「魚窮」地区にあたる「伊遠乃見村」

の名が記載されているが、平成9年の調査結果は文献史料を裏付ける資料となった。

2 調査経過
今回の調査は、平成9年度から継続して実施している (仮称)魚窮東地区土地区画整理事業に伴う試掘調査であ

る。区画整理事業計画地は上市川右岸の滑川市魚男地内で、市道富山滑川線とJR北陸本線とに挟まれた区域、約

212,000ポ である。

魚窮遺跡の範囲は、上市川左岸については平成6～ 8年度の試掘調査において概略が把握されていたが、上市川

右岸については、平成 8年に個人住宅建設に伴い、上市川から約100m東の県道沿いの一角で試掘調査を実施した

(平成 9年に本調査を実施)のみであり、遺跡範囲の把握はされていなかつた。そのため教育委員会では、滑川市

建設部都市開発課と事前協議を重ね、まず計画地内の遺跡分布調査を平成9年 10月 に実施した。その結果を受けて

約80,000〆を対象範囲として試掘調査を実施することとした。現地の上壌が軟弱であることから、調査方法はいわ

ゆる坪掘り方式とし、おおまかに50mメ ッシュごとに2m× 2mの トレンチを設定することとした。調査地の軟弱

な地盤や小区画の水田が多いこと、移動路の狭さ等から小型の重機 (バツクホウ)を使用して遺構面まで掘り下げ、

その後人力により遺構精査し、遺構および遺物の遺存状況を記録することとした。平成 9年度の第 1次調査は平成

9年12月 16日 から12月 29日 にかけて、滑川市教育委員会を調査主体として実施した。積雪等もあつて調査は未了に

終わつたが、調査した31地点をもって概ね遺跡範囲は把握することができた。

今年度の第2次調査は遺跡範囲を絞り込むためのもので、前年度に判明した遺跡推定地周辺を対象範囲として調

査することとした。対象地に25m間隔でトレンチを設定し、平成10年11月 4日 から11月 10日 にかけて、同様の方法

で実施した。16地点の調査で終了した。

3 遺構・ 遺物
魚男遺跡の基本層序は、C層 :表土 (耕作土)、 ②層 :黄褐色土、③層 :暗灰褐色土、④層 :暗茶褐色土、⑤層 :

黒色粘質土、⑥層 :青灰色砂質土ないしシルト層 (地山)と なつている。地表から地山までは約 1～ 1.5m前後の深

さがある。そのうち⑤層は弥生末から古墳時代の包含層であり、③層は中世の遺物包含層である。

なIM褒
f承悪捕

澪
′
ノ
  l〕

武内ブレス滑川エ

図8 魚窮地区および事業計画地 (1:10,000)
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図9 魚窮遺跡 試掘地点 (1:2,500)

魚弟集落西部区域においては、表土直下に古代および中世の遺構面が存在する箇所もあつた。

各調査地点での検出遺構は別表のとおりである。検出遺構には、土媛、溝、柱穴があり、時期・性格等不明なも

のもある。各地点は距離的に離れているため、出土遺構間の関連は不明である。

配 1は平成 9年度に実施した個人住宅地の本調査において中世の掘立柱建物が検出された地点の南に隣接してい

る。この遺構はその掘立柱建物から連続する柱穴と考えられる。直径は約30cmである。配 2の遺構も層位的にみて

この掘立柱建物に関連するかあるいはそれと同時期のものと思われる。mmは 2層 にわたつて溝が重複している。
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現 況 検出遺構 出 土 遺 物 備  考

1 田 柱穴 土師器 中世

休耕田 穴 土師器 中世

休耕田 土器 弥生～古墳

4 田 土器 時期不明

5 田 土器 弥生～古墳

田

田

田 噴砂痕

田 穴 須恵器

体耕田 土師器 ?・ 珠洲

11 田 溝 土師器

田 噴砂痕

田 溝 珠洲

田 杭 列 須恵器・土師器・白磁 古墳・古代

田 穴 土師器・緑釉

鰯 田

田

体耕田

田 陶器 (播鉢)

田

体耕田

雑種地

雑種地 土器 時期不明

田 穴 土器

表1 魚弱遺跡 地点別出土遺構。遺物一覧

出土遺物が少ないが、層位などから上層は古代、下層は弥生から古墳時代のものかと考える。血14は地表下約 lm

で黒色土遺物包含層とともに、径 5 cmほ どの杭かと思われる木数本が出土している。遺物は、ロクロ成形土師器椀・

皿 ,大型蓋、須恵器杯蓋 (古墳時代)、 白磁玉縁日縁碗が出土している。遺構の規模・性格等は不明である。血15

では緑釉椀底部が出土した。血41～ 43では、表土直下で遺構を検出した。配43では黒色覆土の古代溝と白色砂の中

世溝が、同一面で検出された。遺物は須恵器、土師器、青磁、白磁等が出土している。

なお、血駆からは近世の石組水路とみられる遺構が出土し、覆土および裏込め土から越中瀬戸皿片、染付片が出

土している。

4 Jヽ結

2次にわたる試掘調査の結果から魚男遺跡範囲を推定すると、事業計画地における遺構。遺物分布の中心は大き

く魚男集落北西部と西部の 2つの区域にある。時期別の遺跡推定範囲として示すと第11図 となる。北西部は従来か

ら知られている魚男遺跡から連続する、弥生末～古墳時代と中世の複合遺跡である。中世については、先の本調査

地点を中心に良好に遺構が存在する。弥生末～古墳時代は未だ遺構が検出されていないが、土層の堆積や遺物の出

土状況から、今後発見される可能性が高い。

西部については、北西部と連続することも考えられるが、魚窮遺跡とは別個の古墳時代、古代、中世の複合遺跡

である可能性が高いものと思われる。さらにこの地域では部分的に近世の遺構が存在している。遺構の出土層位の

状況が地点によりかなり異なっており、各地点の出土遺構の関連性および遺跡の立体的な復原が当面の課題となろ

つ。

No 現況 検出遺穂 出 土 遺 物 備  考

畑 土器

田

田 土器

田 土器・珠洲 弥生～古墳

田 珠洲・近世陶磁

畑 土器 古墳 ?

田

田 穴 土器 弥生～古墳

田 土器 弥生～古墳

田 土器 弥生～古墳

田 土器・珠洲

田

田 土器・土製支脚 弥生～古墳

田

田 須恵器

田 土師器 古墳

田 穴(3) 須恵器・土師器

田 穴(3) 須恵器・土師器(古代)・砥石?

田 溝(31 須恵器・土師器・青磁・白磁他 平安・中世

田 石組水路 越中瀬戸・越前・染付 近世

田 溝、穴 土器・土錘・須恵器

田 土器 時期不明

田 穴 陶器 近世

(注)遺構と遺物は共伴関係を示すものではない。
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弥生～古墳時代

時期別推定範囲

魚男遺跡



1  随 1

6 No 41

層位 2 No ll 遺構 (下層)3 瞼48 遺構
遺物出土状況 7 No 3・ 14・ 15・ 28 遺物 8

4 血 14 遺物出土状況 5 m28 遺物出土状況
Nα 40・ 41 ・42 遺物

魚男遺跡
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Ⅶ 千鳥遺跡

遺跡の位置と環境

滑川市の南東部には隆起扇状地である台地状の地形が形成され

ていて、いくつかの小河川によって開析された「加積山麓階」と

呼ばれる台地群で構成されている。その中の一つであるいわゆる

「室山野台地」の最奥部に、千鳥遺跡は位置する。標高は約250m

であり、遺跡のすぐ北側は低位の台地へ続く崖面、南東は丘陵地

となっている。

大正15年刊行の早川荘作氏著「越中石器時代民族遣跡遺物1に

すでに記載されるなど、当地も早くから知られていた遺跡で、昭

和31年には滑川市最初の学術発掘調査が実施されている。このと

きの調査において、3基の石組炉や柱穴とともに、多数の上器や

石器、獣骨片が出土したため、その後、調査地は滑川市が市有地

化して市指定史跡となっている。昭和46年にも画場整備に伴い、

史跡隣接地での試掘調査が実施された。これまでの調査では、竪穴住居跡は見つかつていないが、縄文中期を中心

に中期前葉から晩期までの遺物が豊富に出土するとともに、特殊な遺物も確認されている。

2 調査経過
調査地は滑川市千鳥字村巻地内で、市指定史跡地とは室山野用水を挟んで隣接地となる。史跡地および調査地は

周囲より高くなっており、調査地内でも249.Om～ 250.7mと高低差がある。周囲の水田は既に画場整備が行われて

いる。調査地については画場整備から外れているが、土地所有者は自主的に若千改変を加えているという。現状は

畑であり、地点によつては畦畔や法面を中心に土器・石器が多数表面採集でき、遺跡が良好に保存されていること

が容易に推察される。

今回の調査は、土地所有者から今後の土地利用の参考とするための試掘調査依頼があり、遺跡範囲と性格の把握

を目的として実施したものである。調査は平成10年 12月 1日 から14日 かけて滑川市教育委員会が行った。

調査は、埋設管を外すように対象地の畑中に任意にトレンチを設定し、東側から西側へ向かって進行していった。

地表面での遺物の散布状況から、重機を使用せず、表土より人力で掘り下げることとし、精査の上、遺構および遺

物の遺存状況を記録した。包含層の全掘を目標としたが、一部のトレンチについてはサブトレンチ内での全掘にと

どめた。また遺構は確認のみで覆土の発掘はしていない。

3 遺構・遺物
遺構

層序は基本的に①層 :黒褐色表土 (耕作土)、 C層 :黒灰色土、③層 :黄橙色ロームとなっている。遺物包含層

は②層であるが、一部に見られる表土との間の暗赤褐色土にも遺物が散布している。遺構はローム面に掘り込まれ

ており、包含層の見られない地点もある。遺構面までは浅い地点で地表下20cln、 最大で約 lmと なっている。

対象地における遺構の分布状況は、北東の最高所ではほとんど碑認されないなど、全般に北側の区域は少なく、

一方南側の一段低い区域は、竪穴住居跡等の分布は濃密である。

竪穴住居跡 19ト レンチで竪穴住居跡が 1棟検出された。北端の一部であるが、ほぼ円形の平面形態である。直径

は6m前後とみられる。遺構発掘はしていないため、壁の立ち上がり高は不明である。遺構北東部からは南西方向
に幅約30cmの溝が延びている。

明確ではないが、1・ 18ト レンチの遺構も竪穴住居跡の可能性がある。この他、掘り方は確認できなかったが、遺

物の集中度からみて2・ 16ト レンチおよび周辺にも存在する可能性がある。

図11 千鳥遺跡調査位置図 (1:10,000)
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図 13 千鳥遺跡 遺構分布図 (1:500)
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その他 土竣・ピットの類が5。 9～ 19ト レンチで多数見つかつている。溝は6・ 21ト レンチでみつかっているが、覆
土の状況から近現代のものかと推測される。

図14 千鳥遺跡 19ト レンチ堅穴住居跡 (1:20)

遺物

遺物は対象地域のほぼ全域から出上しているが、特に遺構が存在する地点からは大量に出土している。出土遺物

には、縄文土器、石器がある。

縄文土器 縄文中期前葉から後期にかけての上器が出土しているが、特に中期後葉、串田新式に属するものが量的
に多い。ほぼ全域に見られるが、特に15～ 17ト レンチあたりから濃密に出土している。中期のものは、新崎式に属

するものが19ト レンチ、天神山式に属するものが3ト レンチあたりを中心に一定量見られる。後期の気屋式から丼

口式が2ト レンチを中心に出土している。この他若干後期後半のものも出土している。

器形は深鉢が圧倒的である。後期の台付鉢、浅鉢が僅かにある。特殊なものとしては、吊手上器の吊手頂部、土

製円盤、線刻入りの有孔球状土製品、赤彩土器、有孔鍔付土器、小型土偶がある。

石 器 石器は、打製石斧、磨製石斧、石皿、石棒、凹石、石錘、擦石等がある。打製石斧が最も多い。磨製石斧
は蛇紋岩系が最も多く、他にチャート系、砂岩系の未製品もある。

この他、石鏃、磨製石斧、打製石斧が表面採集されている。

4 小結
今回の調査地は、周辺の状況等から良好に遺構・遺物が存在することが推測されていたが、実際に竪穴住居跡を

含め良好に遺構。遺物が遺存していることが確認された。対象地域での遺構分布の確認を目的としていたため不十

分であつたが、竪穴住居跡については詳細に調査すれば、さらに発見される可能性が高い。遺構・遺物はほぼ全域

から出土したが、対象地の一角にある納屋の周囲は濃密であつた。逆に、北東の室山野用水に近い地点はほとんど

遺構は見られなかった。

千鳥遺跡は、昭和31年の調査時に竪穴は見つかつていないが、石組炉や柱穴は検出されており、竪穴住居跡が存

在することは確実である。さらに今回の調査で、竪穴住居跡をはじめ遺構の分布状況についての新資料が得られた

ことにより、千鳥遺跡の集落構造をある程度検討できるものと思われる。

サブトレンチ
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千鳥遺跡
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調査地近景 2 基本層序
2ト レンチ遺物出土状況 7

3 1ト レンチ遺構 4 15ト レンチ遺構 5 19ト レンチ遺構
16ト レンチ遺物出土状況
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千鳥遺跡 出土遺物 1・ 2 2ト レンチ 3・ 4・ 5・ 16ト レンチ
表採 8 1・ 2・ 12・ 15。 16・ 17ト レンテ

6 16・ 20ト レンチ 7 7・ 12・ 15・ 16。 18ト レンチ、
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市町村 1遺跡香号

上梅沢館跡

上小泉西遺跡

森野新館跡

上梅沢遺跡

寺町遺跡

魚痛遺跡

千鳥遺跡

滑川市
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滑川市
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;
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∫

19981214

1,106

(対象面積 )

620

(対象面積 )

1,653

(対象面積 )

250

(対象面積 )

9,157
(対象面積 )

3,460
(対象面積 )

45.8 個人住宅建
設に伴う本

調査

宅地造成に

伴う試掘調
査

倉庫等建設
に伴う試掘

調査

宅地造成に

伴う試掘調
査

農道舗装工

事に伴う試
掘調査

土地区画整
理事業に伴

う試掘調査

遺跡範囲確
認試掘調査

所収遺跡名 種別 主な時代 主 な 遺 構 主 な 遺 物 特 記事 項

上梅沢館跡

上小泉西遺跡

森野新館跡

上梅沢遺跡

寺町遺跡

魚男遺跡

千′鳥遺跡

城館跡

集落跡

城館跡

散布地

集落跡

散布地

集落跡

中世

古墳 。中世

中世

平安・中世

古墳・古代・

中世

弥生・古墳・

古代 。中世

縄文 (中・後
期)

溝、穴

溝 (近現代)

穴、溝 (平安。中世)

竪穴住居、穴

珠洲、越中瀬戸

珠洲、越中瀬戸

珠洲

土師器、須恵器、青磁、白磁、
珠洲、越前、越中瀬戸

縄文土器、石器 (石斧・石
皿・凹石等)
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